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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

広葉樹であるコナラ林での事例研究として、ほぼ目標通りの興味深い成果が上がったと評価できる。

たとえば、林地における土壌表層へのバイオ炭の散布施用による CO2放出削減と生態系サービスへの

効果を明らかにしようとした点も評価できる。一方、LCA の検討例も示されているが、回収や運搬、

単価、再運搬、施用などプロセスごとの評価が明確でなく、もう少し細かな分析が必要ではないか。

また、CWDのバイオ炭化とその施用はその実施規模に依存するため、現実的な導入にあたっては、様々

なシナリオを想定した検討が必要だろう。今回は均質な群落での調査で得られた結果であるが、その

汎用性についても検証が必要だろう。林地における継続的なCWDのバイオ炭化とその施用の可能性や

課題に関する今後の研究が期待されるところである。 

 

 


